
環境審議会全体会(R2.11.20)における意見等への対応整理表（循環型社会形成推進計画関係）

No. 11月資料 ページ 意見等 意見等への対応 担当課 委員

1
資料
1-3

3

　資料１－３のＮｏ８について、除去土壌等の総
発生量２，４７５万トンと説明がありますが、中
間貯蔵施設に搬入する量は１，４００～１，５０
０万トンとされています。資料では仮置き場の数
字が大きく、誤解される面があるので御承知願い
たい。中間貯蔵施設への搬入が増えたようなイ
メージを持つので、そのあたりを考えていただけ
ればと思います。

　本推計の物質フローは重量ベースであるため、根拠とな
る資料をもとに、1㎥＝1.5トンとして推計しています。
　次期計画には、「仮置場等技術指針をもとに、1㎥＝1.5
トンとして推計しています。」などの注釈を入れることと
します。

〈本推計の除去土壌等の総発生量の算出〉
除去土壌等の総発生量(万㎥)＝国直轄除染979(万㎥)＋福
島県内市町村除染671(万㎥)＝1,650(万㎥)
除去土壌等の総発生量(万トン)＝1,650(万㎥)×1.5＝
2,475(万トン)
※1,650(万㎥)は、除去土壌等の総発生量であり、可燃
物、不燃物の区別をしていません。実際に中間貯蔵施設に
搬入される量は、総発生量から可燃物を差し引いた量とな
ります。

環境共生課 河津委員

2
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1

　物質フローの中で食料消費という言葉がいきな
り出てきたことに違和感を感じました。そもそも
入口のどこにでてきたのか、食料であるとすれ
ば、有機性資源入ってくるのか、農産物であると
か、書き方的に、例えば有機性資源に入ってくる
とすれば、その趣旨を入れておかないと誤解され
る可能性があるので、そのあたりを整理していた
だきたいと思います。

　本推計の物質フローの「入口」側での食料は、断面１
「資源投入」における「有機性資源」（木材,肥料等）、
断面２「製品生産」に計上しています。
　次期計画には、「「出口」側での食料消費は、「入口」
側の、断面１「資源投入」における「有機性資源」（木
材,肥料等）、断面２「製品生産」に計上しています。」
などの注釈を入れることとします。

環境共生課 河津委員
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